















































































　信長は，天文 24 年（1555 年）に尾張を平定し，そして，永禄 10 年（1567 年）
に美濃を平定し，戦国大名としての地位を万全にしてから経済政策を実行した。































伊勢，松坂，日永の間の 14km に 36 ヶ所もあった。つまり，戦国時代の関所は，
荘園の持ち主である公家や寺社が，自分の荘園を貫通する道路に独自に設置し，
そこで関銭という通行税を徴収するためのものだった。関銭は彼らの重要な収





































































































め，先に述べたように永禄 11 年（1568 年）に領国内の商人の自由通行取引を
保証する関所撤廃を行った。信長は，関所撤廃の延長線上に，「楽市楽座」を
実施している。
　信長の経済政策の出発点は，尾張である。天文 23 年（1554 年），信長の祖
















































































そのような市は近江だけでなく，その他に永禄 8 年（1565 年）には駿河大宮
でも行われ，信長はこれに着眼したのである（24）。
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町の基軸にもなっている（35）（図 6 参照）。その後，天正 8 年（1580 年）ごろま
でに小谷城から南北の伊部町や上・中・下の呉服町，小谷市場町や鍛治屋町，
坂田郡箕浦から箕浦町の人々が移住させられ，城下町のほぼ中心部分が成立し
た。次の年天正 9 年（1581 年）に小谷城下町第 2 期移転によって，郡上町や
知善院町などが形成されたと推測されている。
　秀吉は，長浜城下町の建設の初期の段階から町民に対する施策として，年貢












































　天正 13 年（1585 年）に関白に就任した秀吉は，それをさらに発展させ，商




































　信長が明智光秀によって討たれた本能寺の変（天正 10 年，1582 年）の翌年，




















































































していると推測されている。それは，表 60 間（46）で，奥行は 20 間，背割下水



















楽第を築いた。聚楽第（図 10 参照）は秀吉の命によって天正 14 年（1586 年）
に建設が始まり，翌天正 15 年（1587 年）に完成した。聚楽とは，あらゆる喜
びと楽しみが集まる場所を意味する。京都支配のシンボルとして築城された。
　位置は，北は一条通，東は大宮通，南は丸太町，西は千本通にある。秀吉は
図 9　平安宮大蔵省跡（著者撮影） 図 10　聚楽第跡（著者撮影）






































































中の検地は全国的な検地と並行して，天正 13 年（1585 年）ころから実施された。
その目的は，洛中各所にある寺社，武家，公家などの土地所有権を調査したうえ
で，それらの権利を洛中から排除することであり，そこを巨大な楽市の空間とし
て純化し再編することであった。天正 19 年（1591 年）には，洛中の地子を免除
して態勢を整えた。旧領主たちには洛外に替地を支給して，都市（商工業）と農
村（土地所有）を明瞭に分離した。土地所有権の排除によって生まれた空間を
身分別に配する住み分け政策「京中屋敷替え」が，天正 19 年（1591 年）を中心
に推進されていった。寺社に関しては，寺町の建設，寺の内の建設，大坂天満宮
からの本願寺の移転という政策が実行され，それまでの町人と寺院との混在とい
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